




佐野市を中心とした栃木県南西部
地域と群馬県東毛地域及び埼玉県北部
地域が一体となった広域経済圏としてよ
り一層発展するために、広域幹線道路の
整備の必要性が高まってきています。
　渡良瀬川への架橋を含む広域幹線道
路の整備に関する検討状況を伺います。
　　【県土整備部長】本路線の実現に向
け、関係市町における土地利用や防災計
画の広域的な連携のほか、群馬・埼玉両
県の道路計画との整合など、様々な課題
の整理が必要です。
　今年８月に両県とそれぞれ意見交換を
実施したところであり、今後とも、現状や
課題を踏まえ、佐野市と本路線の整備に
関する意見交換を行っていきます。

インバウンド誘客における新たな潮
流はサステナブルな取組であり、地域の
自然や文化の保護が外国人観光客にとっ
て新しく魅力的な観光資源となります。
　例えば天明鋳物など、伝統工芸品を活
用したその地域固有の体験が、更なる誘
客につながると考えますが、これからの
インバウンド誘客にどのように取り組ん
でいくのか伺います。
　　【産業労働観光部長】伝統文化資源
の多くは外国人向け対応が十分でない
ことから、高付加価値化支援セミナー
※11の開催等によりコンテンツ磨き上げ
と受入体制構築を促進していきます。
　また、世界遺産や自然等と組み合わせ
た栃木ならではの周遊コースを作り上
げ、本物の体験を求める外国人観光客
の誘客につなげていきます。

このほか

働く世代のがん患者の支援、みかも山公園
の魅力向上など

一般質問（９/３０）

(とちぎ自民党 )
［佐野市］

おかべ　　みつこ

岡部 光子

問

答

○これからのインバウンド誘客
問

答

　　令和６年能登半島地震では、道路
の寸断により発生した孤立集落への支
援や病院機能の維持、要支援者個別避
難計画の策定数の少なさなど、今後の
災害の教訓とすべき様々な課題が明ら
かとなりましたが、防災対策を今後どの
ように推進していくのか伺います。
　　【知事】道路啓開※9計画の策定を進
めるほか、被災地での支援活動で得た教
訓や国の検証結果を踏まえ、孤立集落対
策や避難所の生活環境の向上、高齢者
等の要配慮者の避難の在り方等につい
て、必要な対策の見直しを行い、地域防
災計画に反映させるなど、災害対応力の
強化を図り、今後とも、災害に強いとち
ぎづくりを推進していきます。

　　スタートアップ企業※10の支援を行
うことは、県内経済の活性化や雇用の
創出につながることから、起業家を育
成する教育制度や資金力の問題などの
課題も踏まえ、支援の更なる充実に積
極的に取り組むべきと考えますが、ス
タートアップ企業支援に今後どのように
取り組んでいくのか伺います。
　　【産業労働観光部長】今年度は、大
学等が起業家マインドを育成する取組に
対する助成制度を創設するとともに、ス
タートアップ企業の創出等に向け機運の
醸成を図る交流イベント「とちぎスター
トアップナイト」を初めて開催しました。
　今後は、県外のスタートアップ企業や
金融機関、企業、投資家等を県内に呼び
込むため、県内外の関係者が交流する機
会の創出に取り組んでいきます。

一般質問（９/３０）

(夢と希望 )
［鹿沼市］

ゆざわ　 ひでゆき

湯澤 英之

問

答

○スタートアップ企業支援
問

答

このほか

産業団地の整備、ラーケーションなどの多様
な学びの推進など

　　芳賀・宇都宮ＬＲＴの西側延伸によ
り、ＬＲＴと既存の公共交通が連携する
ことで、県全体の公共交通ネットワーク
の充実が期待されます。
　東武宇都宮駅周辺のまちづくりに県
も積極的に関与していくべきと考えます
が、所見を伺います。
　　【知事】幹線鉄道とＬＲＴが接続する
交通結節点の機能を生かしたまちづく
りや路線バス等の充実など、まちづくり
と連携した公共交通ネットワークの充実
が重要であり、宇都宮市の考えを伺いな
がら、鉄道事業者やバス事業者と連携し
て県としての役割を果たしていきます。

　　県立図書館、美術館を取り巻く状況
は開館当時と大きく変わり、更に数十年
先を見据えた在り方が求められると考え
ますが、どのような機能と役割を目指し
ていくのか伺います。
　　【総合政策部長】整備構想案では、図
書館は、リアルとデジタルを活用しなが
ら「誰でも」「いつでも」「どこからでも」情報
にアクセスできる環境を整え、知的探究心
に応える魅力的な施設を、また、美術館は、
優れた美術作品の展示や多彩な体験プロ
グラムの提供のほか、観光や地域振興にも
資する施設を目指すこととしています。
　引き続き、図書館、美術館、文書館の一
体的整備による相乗効果を発揮し、将来に
わたり県民に愛される拠点となるよう、年
内を目途に構想策定を進めていきます。

一般質問（９/３０）

(とちぎ自民党 )
［宇都宮市・上三川町］

つぶら　 あきひと

螺良 昭人

問

答

問

答

このほか
ＬＲＴの西側延伸を見据えた県都のまちづ
くり～市街地再開発事業への支援～、県庁
周辺の整備など

○「文化と知」の創造拠点におけ
　る施設の在り方

令和６（２０２４）年12月1日 [3]

「県議会とちぎ」に対するご意見等がありましたら、１面に記載のメールアドレス等宛てお寄せください。

《質疑・質問日 令和６年９月２５日、２７日、３０日》

※7 ラウンドアバウト：円形の平面交差点の一種。交差点中心に中央島、その周辺に円形の環道が配置され、
　　信号の制御はなく時計回りの一方通行で進入するもの
※8 酪農ヘルパー：酪農家が休みをとる際に酪農家に代わって、搾乳や飼料給与などの作業を行う仕事に
　　従事する人

※9 道路啓開：緊急車両等の通行のため、早急に最低限のがれき処理を行い、簡易な段差修正等により救助・
　　救援のためのルートを開けること。
※10 スタートアップ企業：革新的な技術やアイデアによってイノベーションを生み出し、これまでになかった製
　　　品やサービスを提供する企業
※11 高付加価値化支援セミナー：県内事業者の観光サービスの付加価値を高めるためのセミナー

用
語
解
説

※スマートフォン等で二次元コードを読み取ると、
　質問の映像をご覧いただけます。

○県南西部地域における広域幹線
　道路の整備

○防災対策の推進

　　県道宇都宮那須烏山線泉町交差点
は、県道では初のラウンドアバウト※7と 
して整備する計画と聞いています。
　本交差点は、山あげ祭の屋台が通行
するため、街のシンボルとして円滑な通
行の確保だけでなく地域活性化にも寄
与すると考えますが、本事業の進捗と
今後の見通しを伺います。
　　【県土整備部長】県道宇都宮那須烏
山線泉町交差点は、現況の交通量や周
辺土地利用の状況等を踏まえ、ラウンド
アバウトとして計画したところです。
　令和４年度から事業に着手し、今年度
末までに約３割の用地を取得する予定で
あり、市や地元関係者等の協力を得なが
ら、早期に工事着手できるよう努めてい
きます。

　　本県の酪農家の戸数は、近年、年
間20～30戸ペースで減少しています。
　今後も酪農県とちぎを守り、発展さ
せていくためには、酪農経営の安定化
に向けた支援と、後継者や新規参入者
等の酪農の担い手の確保が必要と考え
ますが、酪農家の減少対策に今後どの
ように取り組んでいくのか伺います。
　　【農政部長】喫緊の課題である飼料
等の価格高騰について、緊急対策事業に
よる支援を行うとともに、耕畜連携による
自給飼料の増産などにより、コスト削減
を支援し、経営安定につなげていきます。
　担い手の確保に向けては、休日を取得
できる酪農ヘルパー※8制度の利用促進等
を支援しているほか、県内外での就農相
談会の開催や就農時の初期投資を抑え
早期の経営安定が図れる第三者継承等を
推進していきます。

一般質問（９/２７）

(とちぎ自民党 )
［那須烏山市・那珂川町］

沼田 邦彦

問

答

○県道宇都宮那須烏山線の整備

○酪農家の減少対策
問

答
　　県では、栃木県県有財産総合利活
用推進計画（第２期）において、県有財
産の総合的な利活用を図っていますが、
県民利用施設の運営については、全庁
的な運営方針は示されていません。
　私は、運営方針を定めた上で、計画に
位置付け、県民にとって利用しやすく、
親しみやすい施設の運営に全庁一丸と
なって取り組んでいくべきと考えますが、
考えを伺います。
　　【北村副知事】現在、次期計画の策
定に着手したところであり、県民利用
施設の運営に係る方針については、将
来の利用需要等を踏まえた施設更新
等の在り方の検討にとどまらず、次期
計画への反映も含め、利用者目線に
立って、検討を進めていきます。

　　私は、県民に郷土愛が根付くことで、
本県に住み続けるという思いや行動など
につながるため、知事には、今後の本県の
発展に向け、郷土愛を抱く県民づくりに更
に力を入れて取り組んでほしいと考えます
が、知事の県政運営の軸となる郷土愛の
原点及び根幹と、郷土愛を抱く県民づくり
への思いを伺います。
　　【知事】魅力と実力を兼ね備えた栃
木県を、地元に生まれた私も大変誇りに
思っており、様々な事業を通じて、県民の
誇りと郷土愛の醸成に努めてきました。
　引き続き、県民一人ひとりが未来に希望
を抱き、ふるさとに愛着と誇りを持てるとち
ぎを創り上げるため、全力で取り組んでい
きます。

一般質問（９/３０）

(とちぎ自民党 )
［さくら市・塩谷郡］

さとう　 はるひこぬまた　くにひこ

佐藤 晴彦

問

答

○県民利用施設の運営の在り方

問

答

○県民郷土愛の醸成及び向上に
　対する本県の取組
　～知事が抱く郷土愛の原点及び根幹～

○ＬＲＴの西側延伸を見据えた県
　都のまちづくり
　～公共交通ネットワークの観点からみる
　東武宇都宮駅周辺のまちづくり～

このほか

スマート農業の推進、災害時における応援
協定など

栃木県議会【公式】X（旧Twitter） 県 議 会 中 継

　県議会の日程や質
疑・質問の中継案内な
ど県議会の情報をタイ
ムリーにお届けします。

　本会議や予算特
別委員会を生中継
しています。（映像
は手話通訳付き）

@tochigikengikai

監 査 委 員の 審 査 報 告

このほか

主権者教育、荒川の河川整備など

　渡辺幸子監査委員か
ら、令和５年度栃木県流
域下水道事業会計ほか５
件の決算に関する審査
報告が行われました。

●９月20日
　佐藤良監査委員から、
令和５年度栃木県歳入
歳出決算に関する審査
報告が行われました。

●10月16日

栃木県議会の「ＮＯＷ」はこちらでチェック！！いま




